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ＣＭ「三井生命は、大樹生命へ。」　  　理事長　桑　原　直　哉　
　それは平成31年３月に放送された戸田恵

梨香さん篇で、恋愛ドラマのワンシーンのよ

うなCMでした。

戸田「ずっと伝えたかったことがあるの…」

男性「えっ？」

戸田「三井生命は、大樹生命へ。」

監督「タイジュセイメイ…？」

戸田��「��何度でも言える。４月１日から三井

生�命は、大樹生命へ。」

　このCMは、「4月1日から、三井生命は大樹生命に社名を

変更する」ということをストレートに伝えることを目的と

しています。シンプルですがとても印象に残るCMでした。

　厚生財団が三井生命（以降大樹生命と表記）と団体特別

取扱契約を結んだのは、昭和９年４月１日のことでした。

わが財団の要請を大樹生命が快諾し、様々な困難を克服し

つつ主務官庁の許可を得ることができ、創設に至りました。

その後、厚生財団の保険事業は、大樹生命とともに歩みを

進め、今年度で86年になるのです。

　この間、種々の事業の改革・改善に取り組んできました。

保険事業でいえば、平成４年１月１日には、大樹生命と契約

した「新潟県教職員年金制度」が発足しています。時代の

変化に対応した制度の構築を考えたものです。

　このように、厚生財団は、常に団員の皆様のニーズに応える

ことを念頭に置き、時代の変化に即応した保険事業の充実

を目指してきました。

　さて、最初のCMの話に戻りますが、三井生命から大樹生命

への社名変更告知が目的のため、新社名の「大樹」が耳に

残る印象深いものでした。厚生財団は、これからも事業の

改革・改善を図り、その事業の趣旨や目的・内容を伝えて

いきます。その際、団員の皆様にシンプルなのに印象に残る

事業案内にしたいと考えています。

新潟県の文化財シリーズ

国指定重要文化財

■ 長岡市馬高遺跡出土品

　長岡市の馬高遺跡（国史跡）から出土した縄文時代中期（約5,000年前）の遺物です。昭和11年に発見

された深鉢は炎のような装飾をもつことから、「火焔土器」と名付けられました。それに類似する火焔型・

王冠型土器等のほか、土偶・耳飾り等の土製品、石鏃・石斧等の石器類など多様な種類がみられます。

これらの出土品は、縄文文化を象徴する内容であり、信濃川流域に発達した火焔型土器群の基準資料とし

て貴重です。

写 真 提 供 ・ 文　　長岡市立科学博物館　館長　小熊博史　様

長岡・三島支部長　前長岡市立旭岡中学校　校長 　宮　宏之　様
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　去る２月12日に「令和元年度　第３回理事会」が開催され、令和２年度の事業計画および収支予算
が慎重審議の結果、議決されましたのでお知らせいたします。

◆◆◆ 令和２年度予算  収支グラフ◆◆◆

普通厚生費贈与
3,150万円（0.5%）

特別厚生費贈与
1億3,170万円（2.1%）

教育文化活動･事業振興費･
諸費･退団慰労金等
	 8,139万円（1.3%）
管理費

1億8,055万円（2.8%）

貸付金返済元金
16億1,060万円（25.5%）

厚生資金積立金
26億1,000万円（41.3%）

預金利息･債券等利金
4億245.6万円（6.4%）

貸付金返済利子
6,447万円（1.0%）

新規貸付金
15億2,100万円（24.1%）

厚生資金積立金払戻金
28億8,000万円（45.6%）

収入総額� 63億1,753.6万円
支出総額� 63億1,482　万円
収支差額� 271.6万円

定期預金・債券等償還金
16億円（25.3%） 定期預金・債券等購入資金

14億3,868万円（22.8%）予備費	 5,000万円（0.8％）
雑収入等　1万円（0.0002%）

　令和２年度の課題として、「新採用教職員の早期入団促進」、「貸付事業の利用増」、「安定した資産運用」、「関係
機関との一層の連携」の４点を重点に事業を推進し、「安定した財団運営」と「財団の事業利用のよさの周知」
に努めます。

保険事務取扱手数料
3,000万円（0.5%）

１．具体的な施策
①�　新採用教職員入団率90％を目標として取り組み
ます。そのために２月中の入団申込書、４月当初
の入団案内送付を継続し、４・５月 （入団促進
強調月間）中の早期入団を働きかけます。その際、
新採用者には「将来のための資産形成」に財団
利用の優位性をアピールする案内や各校の皆さん
には、財団のよさを紹介できるパンフレットを
作成します。
②�　貸付利用件数前年度並みを目指します。そのた
めに「手続きが簡単」「随時受付・翌日送金」の
財団のよさを強調する手段をさらに工夫・改善し
ます。特にホームページの活用を促し、貸付申請
が容易なこと、団員マイページで積立・貸付金額
を確認できることを周知し、一層の利用増を図り
ます。
③�　次年度は12件（16億円）の満期償還が予定され
ています。市場では同等の利率の債券を購入する
ことは難しい状況です。また、国債・地方債より
事業債が多くなる可能性があります。今後の債権
購入では財団の「資産運用の取扱要綱」を遵守し、
発行体格付けや償還年限、利率等を総合的に勘案
して、運用の工夫に努め、運用益確保につなげます。

④�　財団の事業を円滑に進めるには、関係機関（福利
６団体、校長会福利部、学校事務連絡協議会等）
と情報交換を密にして、団員の要望把握に努める
ことが不可欠です。その要望を財団の事業に活か
し、財団の魅力を高め、貸付増や新規入団者増に
つなげていきます。

２．中・長期的な展望

　国内では、超低金利政策の継続、国外では米中貿易
摩擦等、不透明な経済状況が続き、先行きに不安定感
があります。さらに県内教職員を取り巻く状況でも、
少子化・統廃合等の課題もあります。そうした中、
財団は会員相互の生活安定と福祉増進を図り、教育
の振興に寄与することを目的とする法人です。極力
団員のニーズに応える事業を展開し、団員にとって
魅力ある運営に努めていくことが求められます。
①��　財団の中心的事業である貸付事業の利用増へ
向けた取組
②�　運用益の安定確保をめざし、償還年限のバランス
を考慮した債権購入
③　時代に即応した事業見直し
④　自然災害等、非常時の団員支援に必要な財源確保

厚生財団　広報 №１２6 2020.４.１
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厚生財団事業案内
乳がん超音波（エコー）検査　令和２年度より新設
　オプション検査補助について、校長会福利部から女性現職員のがん検診に手厚い助成を
という要望に応え、令和２年４月受診分より乳がん超音波（エコー）検査を新設します。
また、大腸がん便潜血検査は令和元年度の補助件数が０件であったため、廃止します。
＜新年度補助金額＞� 日 帰 り ド ッ ク� 15,000円� １泊２日ドック� 25,000円
� 肺 Ｃ Ｔ 検 査� 4,000円� 喀 痰 細 胞 診� 1,500円
� Ｃ 型 肝 炎 検 査� 1,000円� 前 立 腺 検 査� 1,000円
� マンモグラフィ検査� 1,500円� 子宮頸がん細胞診� 1,500円
� 乳がん超音波（エコー）検査　　1,500 円
＜申 請 期 間＞� 令和２年４月１日～令和３年３月 31日（随時受付）

令和２年度　各種利率　　普通厚生費、貸付事業ともに利率を据え置きます。
� 普 通 厚 生 費� 年０.０９％
� 一 般 資 金 貸 付 金� 年１.５０％　（生活・自動車・結婚）
� � 年１.２０％　（入学・学資・災害）
� 住宅・宅地資金貸付金� 年１.５０％

厚生財団はこんなことをしています　詳細は厚生財団ホームページの「諸規程」をご覧ください
●各種資金の貸付
　入団後６ヶ月以上経過した団員は、貸付事業を利用できます。（継続団員は積立金の範囲内で生活資金
のみ）厚生財団の貸付金は「手続き簡単」、「いつでも受付すぐ送金」という点が特徴です。
●特別厚生費の贈与
　慶弔の祝金や見舞金を贈与します。請求期限は事由発生日から３年となりますので、忘れずにご請求
ください。請求したか不明な場合は厚生財団までお問合せください。

４月は「払込金・残高明細書」の送付月です
この機会にご自身の積立金残高等をご確認ください

■普通厚生費（0.09％相当）を贈与しました
　令和元年度分を３月末に積立金残高へ繰り入れました。繰入額については、払込金・残高明細書
にてご確認ください。

■積立月額を変更しました
　積立金明細書の報告をもとに３月分から希望者の積立月額を変更しました。
　※�記入間違いや給料月額から算定した規定額への修正があり、希望しない団員でも積立月額が
変更になる場合があります。

2020.４.１	 厚生財団　広報	№１２6
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事業内容の解説や、利用する際の書式などを掲載しています
団員マイページをはじめ、各種手続きにご活用ください

①

②

③

④

⑤

厚生財団ホームページ利用ガイド

①
厚生財団が行っている福利厚生事業や積立金、教育・文化活動
事業助成について紹介しています。概要をまとめた事業案内は、
団員への配付用にダウンロード・印刷することができます。

② 年３回（４月・７月・１月）発行する広報紙のバックナンバーを
掲載しています。

③
厚生財団の目的・事業・諸会議等を法律に基づいて定めたもの
です。諸規程には団員資格や貸付金規程の他、事業全般の規程
がまとめられています。

④
各書式の一覧を掲載しています。
貸付金の借用に関する書類、特別厚生費請求書、教育・文化活動
助成申請書などをダウンロード・印刷することができます。

⑤

ユーザー ID・パスワードを入力してログインすると、積立金や
貸付金の残高・履歴を照会できます。（過去２ヵ年度分）また、
Web申請書という機能で書類を作成することもできます。
パスワードをお忘れの方は厚生財団へご連絡ください。
新しいパスワードを再設定し、郵送で通知いたします。

貸会議室
団員が所属する団体は、
無料で会議室を利用でき
ます。お電話にてご相談
ください。

利用時間
9:30～16:30

厚生財団の社屋は現在３代目で、平成 28年７月
に竣工いたしました。角地を活用し、船の船首を
思わせるモダンな外観となっています。

厚生財団　広報 №１２6 2020.４.１
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■各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン後“払込残高明細書”をクリック

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

所属所や住所等をご確認ください
　４月分の「払込金・残高明細書」にて、所属

異動や個人住所変更などが正しく行われている

か確認をお願いします。誤りがあった場合には、

お手数でもご連絡ください。

特別厚生費の送金時期について
　年度初めは、就学祝金等の特別厚生費の請求

が集中するため、送金事務が遅れることがあり

ます。ご不便をおかけいたしますが、あらかじ

めご了承願います。

継続団員連絡会　
　開催のお知らせ

　今年度の継続団員連絡会を、下記の日程で開

催します。多くの皆様のご参加をお待ちしてお

ります。

　なお、ご案内は７月中に郵送いたします。

地区 開催日 会場

上越 ９月 ９日（水） ホテルハイマート

中越 ９月17日（木） ホテルニューオータニ長岡

下越 ９月24日（木） ANAクラウンプラザホテル新潟

佐渡 ９月30日（水） 八幡館

再任用職員退職のお知らせ
　安田　典彦　は２月 29 日付で退職しま
した。長い間ありがとうございました。

2020.４.１	 厚生財団　広報	№１２6
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市民協働調査とは
　「森の学校」キョロロでは、里山の動植物相やそ
の生態の解明、それらの教育素材としての活用方
法の開発などを目的として、学芸スタッフが市民
と協働で行っている市民参加型の調査イベントを
「市民協働調査」と呼んでいます。地域の自然に
関する基礎情報の収集に貢献するとともに、身近
な自然に対する市民の興味関心や理解の向上につ
ながることも期待しています。

多様な市民協働調査の実施
　キョロロで開催している市民協働調査は、動植
物の分布や生態を調べるほか、里山の年中行事や
昔の暮らしに関する文化的な調査に至るまで幅広
く行われてきています。今年度は野鳥に関する定
例探鳥会、こども野鳥の会探鳥会、松之山大探鳥
会のほか、花ごよみ調査、ハナアブしらべ、まち
のクモしらべ、昆虫標本コレクションサポーター
ズ、雪虫さがしなど、市民参加型で松之山の動植
物相を調べる多様な市民協働調査を計画しています。
　市民協働調査の実施には地域の自然愛好団体か
らの参加や協力をいただいています。探鳥会は松
之山野鳥愛護会と共催で実施していて、こども野
鳥の会探鳥会は小中一貫校となったまつのやま学
園との共催として実施しています。また、花ごよみ

調査は松之山自然友の会と共催で実施し、十日町
市博物館植物グループの皆さんにもご参加いただ
いています。

市民協働調査を活かした企画展
　市民協働調査で得られた成果は、企画展という
形で地域に情報発信しています。
　近年開催された企画展では、「みんなでつくった
雪里大図鑑（2013年）」「十日町市ありんこ大図鑑
（2014年）」「空を見上げて60年　みんなでみまも
る野鳥の王国 “まつのやま”（2015年）」「花ごよみ
～雪里の季節の彩～（2018年）」などがあります。
　このように企画展は、親子で来館された方々や
学校単位での教育利用、観光で訪れた方々を始め
多くの皆さんの目に触れる機会や体験の場として
の展示となっています。
　市民協働調査は、多くの目で見ることによる生
物多様性に関するデータの蓄積のみならず、参加
者にとっても多様な自然の見方やとらえ方に触
れ、興味関心や理解の向上につながっていて、博
物館と市民の両者にとってメリットが大きい調査
スタイルです。これからも市民の皆さんと協働
で、地域の自然しらべを展開していきたいと
思っています。

☆この広報紙は地球の緑を守るため、再生紙を使用しています。

雪里の小さな自然科学館「森の学校」キョロロの挑戦

第４回　市 民 協 働 調 査 と 企 画 展
～自然を活かした『地域を創るサイエンス』を目指して～

村 山 　 暁（十日町市立里山科学館「森の学校」キョロロ館長）

図１　毎月実施される定例探鳥会
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